
21:-i 新潟医学会雑誌 第且03巻 第3号 平成元年讃月

A-----闘う特発性眼商内骨膜下血腫の逢例
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症例は魂漫歳女性で亨昭和6翌年7月器Wより前額部痛を

認め､翌日より左脱酸腫脹と眼痛的出現し紅 症状親機

以前を′こ外敵が)既往はなかった平神経学的には左限鍔)視力

低p-予藤乳散大,対光反射消失予全煮翻こわたる眼球遅
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m筋円錐外側に造影効果を示さない等吸収域を認めたヤ

嘉すると血腫を認め吸洲除去したがサそれ最終に出血源

となるような凝滞は認めなか-〕た｡衡茎経線より左眼球遅
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まで改善した☆

眼窺内骨膜㌣T血腫翻原猟(:ヒモ.ては外侮が厳も多いが,

その髄に血友病勺壊血病,尿毒症等をこ.よるものが報暫さ

れている¢本例はこ釣いずれに【も該､uiせず苧窯た眼儒内

をこも紬血の原鏑となるような殿常を認めなか心だqため予

きわめて稀な特発性限窟内骨膜円軌経の--例と考えだ)れ

た.
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術により症状の改善を見た漁面療轡67M例を経験した,

症例は,52歳男性で,顔療育麻輝が〕既附紺£く,顔面痩轡

は2年前書揖紅毛現し,徐櫓に進行Lてきた.来院略 左口

角から限漁をこかけて頻抑ごー顔面療轡が鼠られたが,外に

神経学的異常は認められなかった.M祝言では,Wj強調

画数(S濫-50岱′髄)をこて予翌春の椎骨動脈が脳幹を左か

これらの血管と他の細い血管の合計3本硯白も管で圧迫さ

れているのが確認された一椎骨動脈撮影でもき左右の椎

骨動脈が左に偏位しており,それに沿-つて左前下小脳動

脈が走行しているのが確認された･術中所見でも,これ

ら3本の血管が顔離轡経を圧迫してい結 婚後闘豊予症

状の改善がみられ,MR互でも顔面神経の液圧が確認さ

れた中MR昔は,顔面痩轡をこおいても,原因となってい

る脇と管を確認することが出来て有用であると考え軽｡凍/たせ
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表け西暦脊髄損病変齢切除を行ったところ漕効を字昏た.盟

例の手新前練釣解覆図研尾及び手酌所見を報菩･L写経性

斜繋豆の病因につき考察するせ症例1日豊l急?才の男性≠発症

を主体とする痩性斜敗であ-3た9親電開所鼠:望例と確)

逢う凝滞自発厳放電が患側の副神経支配筋捌限局し9割

こ殿発火顧慮が高く73)胸顔貌饗骸とず馴胃勝間の巣鷹

基同運動を認め芦-----磯路緒中経のみの病変が示唆されたせ

革衝宮野鬼:症例3では表鴎神経Cl観が椎骨動脈と酪状靭

帯との間を洩りゃこの部で両者と強く癒着L伸展してい
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mmもが椎骨動脈と療㌻状靭帯との問を通り予鮭骨動脈と

癒着していたゆこれらを病変と考え切除した,備後:鰭

神経麻婦をきたずことなく,症例且は著明に改善予症例

盟は趨ヶ月後より完勤こ消失した甲筋電図でも異常筋放

電唇累儒共同運動は消失Lた,
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で緒経路わないような変化をもとC-〕え得る場合がある片

治療後症状滴数とともをこUY所鬼の正常化した,脳患

部の神経謬種と思われる2例をこM祝言を施行Lたとこ

ち,以前CTで認めた病変部位が脳実質とは明らかをこ

累なる信号域として捕出されたので報告するU症例且:

5"#寵偲,左官肢の運動失調,左片麻輝き右外転神経麻

輝等の症状があり,CTでは中脳から橋右側よりに汚首唱

状墨Iこem甑汲mCeされるはsionを認めタ周囲に浮経を伴っ

ていた,治療後,症状,CTの異常所見は徐 を々こ消来し
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盟:39才身性魚症例3と同様,治療後症状とともにCT

の巣鷹所魔も消来した七発症2年3ケ月緩,M閑′昔でL:i

前e澤で認めド3れた中脳の病変に---致した部位が,Tt,

T芝の延長した酎蓬として描出された少これら望例ので済民互

での殿常信替域がいかなる病理学的変化を反映Lたもの

であるのかちその妄言摘臣性について考察を加える弔

した頭蓋内横紋筋肉腫の且症例
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内横紋筋肉腫を幾じた症例を経験したので報告するセ<

症例>望見歳声男性.頚痛を主訴とし亨前頭葉症状と脳圧
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断され,mlにて前頭葉内に嚢胞を着せる猛威を認め,

昭和鵬年5月錐を喜藤碗摘出術を施行したやその後放射線

療法苧化学療法をこも絢にノうず管9カ月という短期間をこ前頭

葉控j種痘瑚啓発を練返し,計3抑こ凍ったる経慶摘親衛を
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となLい転のであ､-〕たが,啓発を練返す度に鼎塑性を増

し′横紋筋肉腫とL/ての性格がはっきりしていき,最終的

に右頭磁葉肉ア脳室内と脊髄に多発性に転移を釆たし,

昭和6鋼三25=摘 巨Ij死亡し虹 ≪考察> vom鮎洩且皇n好一
h挽亀漫Sem病をこ悪性神経鞘経が高率に発生することが知ら

れているが,腰癌性の横紋親細胞を脅せ持つ神経鞘由来
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ている.泰症例もこの範車をこÅるものと思われるが,頭

蓋内をこ生じた症例は稀であり報告するや
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餅漫二臆膝は通常,車脳橋角熟 視変覚部学監には脳嚢

と関連のある部位に発盤するが,最近私達は右頭頂葉脳

実質をこ脳蔓とも全く開添なく発生した騒上皮腫を経験し

たので緒嘗する良患者ほぼ37歳の男性号五節はけいれん

発作である,当科Å院時鍔)m-で右頭頂葉をこ低級威儀

を認めたBこ釣低吸収感は,聞蹄との境界は鮮明で官内

部ははをぎ均質でありき造影剤をこよる増強効果は全く認め
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て兜損が認め㌃凍/亨そUM濁綱の脳血流も絶息鞭%低下して
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存在し亨や畢硬く,表面は良色調,顧粒状であり,---部

に所謂蔑珠経を思わせる光汐豊を認めた-大きさは議紡x30

x25mm,内部は乳白色のニ7レステリン様物,欝で満たさ

れいた中経轟を全摘出したが,脳室糸とは全く連絡を認

めなかったサ病理観梅撃的闘志,被膜給養層偏平上皮鮫

級を認め,類上皮腫の所見であった二.

稀な部位をこ発生し言二軍上政経の一一-例を文献的考察を含

めて報告する.
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ehomかos級TeOm箆の且例を報告する8症例は38歳,女

性.昭郁62年遭2才-葺且軋 営巨ヨにき発作性をこ盟分間はど続

(右顔面,音字お手のしびれ感を認めた中退望月9Eyw-3当科

受診.頭部単純等をこて左前頭部をこ約3cmの石灰化があ

れ.'∴､E:;∴!､('~】'㍗:rh汀t.71tや､ntWL<I:f∵項∴仁;陣

癌とLて認めだ)れ,造影効果はぼ-つきりし/なか-つた8窪

の圧迫所見のみであったgほ才摘翌日写手術をおこなっ呆二

那,その時の所見では経嬢は山部硬膜を驚き頭蓋骨への
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慶は骨様の部分と弾性硬な部分とで構成されており,柄
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主に偏平骨をこ発生する比較的稀な腫藤であり予若干の文

献的考察を加え報告する.
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